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特別支援に関する指導方法や要配慮生徒の対応など、実態に即した研修を計画して全職員で共通理解を図る。

・学校周辺地域との連携をこれからも期待したい。

Ａ

・情報化の大きな波が押し寄せているので、あらゆ
る研修を積極的に取り入れ、時代に乗り遅れないよ
うにしてほしい。
・ICT活用スキルの向上を期待している。

Ａ

・保健衛生に関する意識の向上は、コロナ禍での学
びが非常に大きかったと思う。コロナが収束しても
引き続き取り組んでほしい。
・学校周辺等のボランティア清掃へも参加し、地域
との連携や美化意識の向上につなげてほしい。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見
学校の教育活動については、学校ホームページの活用は勿論こと、マスコミ等も活用しながら、多くの人に周知を図りたい。
登下校における交通安全指導については、ＰＴＡ及び学校周辺地域の方と協力しながら取り組みたい。

地域清掃ボランティアに積極的に参加し、地域との共存、心身の健やかな成長を図る。

保　　健

研　　修

ルーブリックやＩＣＴを活用した授業の実践などを通し
て、教えるプロとしての実践的教科指導力の向上を図る。

ルーブリック活用とパフォーマンス課題に加えて、授業の効果向上のためＩＣＴの活用に関する研修を計画する。
Ａ

Ａ
新たな学びＰの授業実践に関して、全教科で参画できるような研究授業を計画する。

各分掌、学年、教科との連携を図り、本校の実態に
応じた研修を組織的・計画的に実施する。

教務部と連携し観点別評価に関する評価方法の研修を行う。

Ｂ

令和　３　年度　　学校評価書　　　　（ 計画段階 ・ 実施段階 ）
福岡県立小倉東高等学校 ⑮

Ａ
教育相談・カウンセリングの案内ならびに実施後の連絡体制を整え、生徒の成長をサポートする。

校内・校外の環境整備に努める。また、安全管理や衛生
管理を事務室と連携しながら行う。

同行連帯の校是のもと、学校施設内外の環境整備を行いながら、美化意識を高める。
Ｂ

Ａ

Ａ

生徒理解のため各種会議で生徒情報の共有化を図る。

学校行事や部活動をさらに充実させ、生徒
が自ら取り組む態度を育成する。

生徒会を中心とした生徒主体の行事運営を行う。
Ｂ

「鍛ほめ福岡メソッド」に則した部活動の運営を実施し、上位の大会への出場を目標とする。

健康診断等の実施や教育相談体制の充実を目指す。ま
た、感染症対策への指導・注意喚起を図る。

健康診断等の円滑な実施を図り、安全かつ健康に生活できるように感染症対策を含め実施する。
Ａ

Ａ

・未来ある生徒たちにとって、自分の進路を選択す
るための有益な情報を、できるだけ生の声で数多く
聞かせてあげてほしい。
・自己の進路や目標について、語り合える場を数多
く設定してほしい。
・職場体験は、地元就職のきっかけや地域を学ぶ機
会として継続してほしい。

Ａ
外部教育機関との交流を図り、そこで得た情報等を共有する。

３年生の進路目標を実現する。
総合型選抜からの受験を指導し、必要な指導を時機を逃さずに行う。

・今年度から始めた社会人講演会などは、特に生徒の希望進路を決定していくうえで有効的
であったため、来年度以降も継続して行う。
・また、企業訪問に関しても同様に生徒の希望進路を考える上で有効であったため、来年度
以降も継続的に実施していく。
・総合的な探究の時間を使って課題研究活動を積極的に実施していく。
・課外授業については、シラバスをつくり積極的な受講を促していく。

・生徒の安全かつ健康に生活できるような環境作りの徹底に努め、感染症対策に各方面から
のサポートを受けて実施していくことができた。引き続き気を緩めることなく取り組んでい
く。
・校内だけでなく校外美化に全員で取り組むとともに、協力し美化意識を高めていく。
・心の健康にも気を遣い、心身ともに健康の保持増進を図っていく。

自　己　評　価 学校関係者評価
　

　自己評価は

　　　Ａ：適切である
　　　Ｂ：概ね適切である
　
　　　Ｃ：やや不適切である

　　　Ｄ：不適切であるＡ

進路指導

キャリア教育を推進し、生徒に自己の将来像
を描かせる。

総合的な探究の時間を活用し、自己や社会に関する理解を深めさせる。(SDGsなど)
Ａ

Ａ

Ｂ
課外の積極的な受講を促し、生徒・保護者への情報提供を積極的に行う。

Ａ

生徒指導

生徒が安全・安心して生活できる学校をつ
くる。

「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止・早期発見に努める。
Ａ

Ａ

道徳教育 生徒に活躍する機会を経験させることで、他者と共
感できる心と実践力を育成する。

全生徒が活躍できる場を設定し、自己有用感を高めさせる。

Ａ Ａ

規範意識育成学習を通して、携帯電話モラルや非行防止への意識を高める。
社会的ルールを身につけさせる。

登校指導で通学状況を確認し、常に指導しながら、生徒の意識喚起を図る。

体験活動を取り入れた進路行事を実施する。（企業訪問･進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ･ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ･小論文など）

教員の進路指導力向上を図る。
職員間で進路指導における専門分野チームを作り、情報や経験の共有を行う。(大学研究)

Ａ

・次年度こそは諸行事が実施でき、積極的な企画広
報活動に期待する。
・学校行事など生徒が活躍する場面は、マスコミ等
を通じて多くの人に周知を図ってはどうか。

スクラップ＆ビルドを積極的に行い、シンプル且つ効果的なものに修正していく。

本校のイメージアップを図る。
ホームページの更新頻度を増加し、活き活きとした生徒の姿を発信していく。

Ａ
ホームページを分かりやすく、見やすいものに改良し、検索表示回数の増加を図る。

・ホームページや学校パンフレットなど、部活動や学校行事を通して生徒が活躍する姿を表
していきたい。
・新型コロナウイルスの影響で実施できない行事が増えているので、実施内容も含め再検討
する必要があり、中学生の体験入学とコラボレーションさせていきたい。

・生徒の情報交換は、各会議で定期的に行うことを継続し、生徒の変化に敏感に対応してい
く。
・規範意識育成学習については、リモートを活用するなどして効果的に実施していく。ま
た、登下校時の事故を減少させるための啓発を行っていく。

・思いやりのある生徒が多いと感じている。
・学校生活を通じて互いに認め合い、尊重できる能力を身に
つけることができるよう、引き続き指導をお願いしたい。集会やホームルームの時間を通じてモラルやマナーを遵守する指導を継続して行う。

情報モラルを正しく理解させ、情報を正しく利用する態度を育成する。

・教科や行事等、学校生活全体を通して生徒自らが考えて行動する場を設定する必要があ
る。また、それらの活動を通して他者との共存を学ばせていきたい。

・次年度コロナが収束することを祈るとともに、生徒自らが
積極的に活動できるような支援をお願いしたい。
・学校周辺は交通量が多く、生徒の登下校時の事故防止のた
め、安全教育を必要に応じて実施してはどうか。
・知，徳，体のバランスのとれた人物の育成により、主体性
のある行動を期待している。

Ａ

・コロナ禍で、なかなか思うように計画を遂行する
ことが難しい状況だったと推察する。
・３年間で全員に英検や漢検などの資格を取得させ
ることを検討してはどうか。
・学習計画，評価，反省等を通じて生徒の主体的な
取組や意識の育成につなげてほしい。

ルーブリックで授業や学校行事等での目指す生徒像を明らかにし、自己評価させる。

基礎的な知識、技能を育成する。
ベーシックタイムについて、各学年で年間を見通した計画を立て、実施する。

Ａ
各教科で考査問題の検討を十分に図り、模試等にも対応した作問を行う。

学習習慣を確立し、定着させる。
シラバスを活用させる。次年度に向けてシラバスを改良する。

学力向上と進路希望の実現

○　総合型選抜や学校推薦型選抜に対応できるよう進路指導を充実させる。
○　基本的生活習慣や学習習慣を確立させ、学習意欲と確かな学力を育成する。
○　ベーシックタイムを活用し、基礎学力の定着、読書の習慣化を図る。
○　大学訪問等の企画により国公立大、地元難関私立大学等への挑戦意欲を高め進学実績を伸ばす。
○　学力向上と進路実現を図るため、学級編制を工夫する。
○　「新たな学びプロジェクト」研究協力校としての研究を通して、地域の県立学校への普及を図ると同時に、本校
　職員の「主体的・対話的で深い学び」のための授業改善を行う。

厳しさの中にも温かみのある生徒指導

○　心の教育の推進、教育相談やカウンセリングの充実を図る。
○　生徒会活動や部活動の活性化を図り、社会性やリーダー性を身につけたタフな生徒を育成する。
○　未来プロジェクトを実施し、社会に目を向け貢献ができる生徒（人材）の育成に資する。
○　道徳教育や人権教育を通じて、人権尊重の精神を育成するとともに、人権感覚の更なる向上を図り、いじめの撲滅
　に努める。

組織力を生かした学校運営

○　学校関係者評価委員会等の活用により教育力向上を目指し、保護者や地域への説明責任を果たす。
○　ホームページの活用等広報活動を充実させ、保護者や地域の理解・協力を得る。また、ＰＴＡや同窓会等との連携
　を深める。
○　教育公務員としての資質能力（危機管理能力や人権感覚等）の向上を図り、学校の組織力を高める。あわせて不祥
　事防止と体罰によらない指導の徹底を図る。

企画広報

諸行事の企画・運営および広報活動の内容の充
実を図り、学校の活性化に寄与する。

他分掌やPTA、同窓会と連携し、中学生の体験入学や学校行事の充実を図る。
Ｂ

・家庭学習習慣を身につけさせるために、シラバスの改良や家庭学習時間調査を実施する。
・総合型選抜に対応できる力を、日頃の授業や学校行事等を通して身につけさせる。
・ICTを活用した授業改善を推進する。

Ａ

評 価 項 目 具体的目標 具 体 的 方 策 評価（３月） 次年度の主な課題

学習指導

生徒の主体性を育てる。
観点別評価委員会を発足し、各教科の評価規準を明確にして、職員と生徒に示す。

Ｂ

Ｂ

Ｂ
家庭学習時間調査や授業アンケートを活用し、意欲喚起する。

学　　校　　運　　営　　計　　画　　（　４月　）

学　校　運　営　方　針
　たくましい身体と高い知性・道徳性を育成し、国家及び社会の進展に寄与しうる創造性豊かな資質を養う。
　努力を楽しみながら、志をもって意欲的に学び、自律心と思いやりの心を持つ、健康でたくましい生徒の育成に努める。

Ａ

昨年度の成果と課題 年 度 重 点 目 標

事　　務

関係部署等との連携を密にし校納金督促や
施設修理等をスムーズに行う。

学校分権予算の効率的な執行を行う。

人権教育

「教科指導を通した人権教育」の研究を継続す
る。

教職員の人権意識の一層の向上を図る。

経済的に厳しい保護者が増える中、校納金の滞納者の削減を目指す。

各教科とも、「人権教育の視点」を入れた授業内容の創造に努める。

老朽化している施設の改修を進め、生徒・職員の安全を確保する。

一層の経費削減に努めるとともに、予算内でより教育効果の上がる予算執行に努める。

状況に応じた事務対応を速やかに行う。

特設授業プランを検討し、より使いやすいものへ改善する。
全職員が一回以上、校外研修会に参加する。
配慮を要する生徒を中心に、定期的に会議を開き、職員間での情報交換、連携の充実に努める。

・ＩＣＴ環境の整備に伴い、全教員がＩＣＴ機器を有効かつ効率的に活用できるよう情報化
推進員会と連携して必要な研修を計画する。
・「観点別評価」に関する研修を教務部と連携して計画する。
・授業改善については、「新たな学びプロジェクト」との関連を踏まえて『主体的・対話的
で深い学び』、『観点別評価（ルーブリック）』、『ＩＣＴ活用』などを主眼として、実施
内容を検討していく。

・多くの特設授業案を刷新し、充実した特設授業を展開することができた。また、定期的に
会議を開いて生徒の状況把握を行い、連携してきめ細やかな対応ができた。
・来年度は全職員が１回以上校外研修に参加し、研修会の内容を職員全体に還元できるよう
に努める。特設授業案においてもさらに改定を行い、全学期においてより良い特設授業を行
いたい。

具　体　的　目　標
本校は、開校(昭和54年)以来の堅実な教育活動により普通科
進学校として地元地域の評価を得てきた。しかし、社会状況
の変化の中で、生徒数減(学級数減)という形で大きな変化が
もたらされ、本校の将来像についての再構築が喫緊の課題と
なっている。このような現状を好転させるため、全職員の意
識を高め、以下に示す主体的、積極的な学校経営に取り組
む。
○教職員の働き方改革を推進する。
○鍛えて伸ばす校風を大切にし、生徒をほめることで自己
　肯定感と実現意欲の向上を図る。
○学級編制及び少人数授業を積極的に活用しながら、生徒
　の学力向上に取り組み、一人一人の進路実現を図る。
○文武両道の校風のもと学校行事や部活動の充実・活性化
　を図り、生徒個々の「生きる力」を育成する。
○人権感覚と人権尊重の精神を醸成し、自尊心の育成とい
　じめのない学校を目指す。
○学校全体で危機管理意識を共有化することで早期対応を
　図り、安全・安心な学校づくりを目指す。
○教職員の不祥事をなくし、信頼される学校を目指す。
○外部評価による学校経営の改善・充実を図り、開かれた
　学校づくりを推進する。

Ａ

・コロナ禍で学校の中の環境も厳しい状況と思う
が、引き続き対応をお願いしたい。
・経済的に厳しい家庭状況になった場合、保護者と
協議の上、授業料減免や各種奨学金の申請を積極的
に行ってほしい。
・老朽化部分の改修により、生徒の安全に配慮した
対応をお願いしたい。

・人権教育もより複雑になっているので、アンテナ
を高くして取り組んでほしい。
・性の多様化について、認め合う教育が重要視され
ている。人権教育を通じて、想像力や共感力、コ
ミュニケーション能力を高める取組に期待する。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

・校納金の長期滞納者へは担任と協力して連絡を行ったため、納入状況が向上した。次年度も担任・
学年と連携し納入意識の向上を図りたい。
・施設改修は、危険箇所から迅速に対応したが、老朽化のｽﾋﾟｰﾄに追いつかなかった。

・頻繁に巡回を行い、ｴｱｺﾝや電灯の電源をこまめに切る等の協力により、光熱費を昨年度並みに抑
えることができた。次年度も予算の増額が見込めなので引き続き経費節減に努めたい。

Ａ


